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コケ植物から見た貴重な自然（1）

白崎仁

　’ケ植物は・搬の講渤に比べてあま媚立たず・景　nakojimae）だ・た．ブ琳下でユキ。バキが沢をまたいで

観を構成する主要な螺と謝されること1ま少な・・しか　密生しているため、常・・澱幅く、多雪の下で轍塊

し・尾瀬のよう砿大幅醒原では・ミズゴ纐の糀　冷から保護される。・さら1・雪圧による蹴と溜後の復起

が大きいため・他の高山植物の生育との関灘がわかりや　を繰り返す鰍環境と、それによく適応するユキツバ初

すく・職の対象として鞭視されている・残念ながら・尾　特性が、このような不職な踊を作，たと考えられる

瀬のように保護がゆきとどいていて・かつ手軽に縣でき　（Shi・a・aki　1997）．このユキ・バキ群落が伐採されて、し

砿大なコケ渤の群落は・新潟県内にesない・手軽に観　かも写真に腋せなか・たのはま。たく残念至極である。

察できるかどうかは別にして・種類が臓的豊融場所詩　このぶら下力・りゴケと葉上苔は、小屋の周辺から1ま灘し

に鵬抜の噺はきわめて少なく・学術的に踵な＃aだ　たが、奥深いブ欄・は生き残。ている（写莫1）．しかし、

が、一殿の認識が低いために保護の手が施されないまま、破　　　長さ1メートルにもなるものを二度と目にす

壊の危険が迫っているところがある。貴重な場所を紹介す　　　ることはできない。　　　　　　　　　　　　　　、

るのは、破壊を助長しかねないが、幸いにしてコケ植物の　　　　　濁㎎．　‘．・｛　　　　　　　　　3ぎ．・・
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かなり異なっていた。小屋は今と同じくブナ林に囲まれて　　　写真1．胎内峡の斜面に広がるブナ・ユキ［」バキ林

おり・薄暗くて湿気が多かった。小屋のわきには小沢があ　　　．　　　　　　　　　　　　　　　　（1990，Aug．24）．

って、それに覆いかぶさるようにユキツバキが密生してお　　　　奥胎内の渓流を歩くと、興味深い崖がある。ううそうと

り淋を歩くのも困轍状態だ・た・2・年‘まど前にキ・ンプ　繁る升林をおだやか1・流れる川沿いの急崖は、樹木に覆

利用者の増加をねらってユキツバキを刈りはらい、沢を埋　　　われないため、多種類のコケが目の前に広がる（写真2）。手

めたてて人が林内を走れるようにしてしまった。私が非常

に残念に思うのは、小沢に繁る高さ2メートルほどのユキツ

バキの枝には、長さ1メートルにもなるぶら下がりゴケ（垂

下状のコケ）：ミドリイヌエボウシゴケ（Dolichomitriopsis

crenutata）がたくさん着いていたのである（白崎1992）。ぶ

ら下がりゴケは、熱帯雨林によく見られる景観（蘇苔林、雲

霧林などとよばれる）だが、亜熱帯の西南日本でもごく珍

しいものである。ミドリイヌエボウシゴケは北方に分布す

る種で、本来のぶら下がりゴケとは異なるが、多雪の山岳

でそれに類似した生態が存在していたのは驚異というほか

ない。ここのようなみごとな群落はほかには見たことがな

キの葉上に着生するナカジマヒメクサリゴケ（Cololejeunea　・　　　の草本類（1990，　A㎎．26）．
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のとどかないほどの崖上部はあきらめるとしても、水量の　　　　　grosseレεrrucosum）、　ヒ』メハネゴケ（Ptagiochila

安定している川沿いの斜面はコケの観察に最適である（写　　　　　satoi）、マルフサゴケ（Plagiothecium　cavifolium）、オ

真3）。解放されているため、ぶら下がり．ゴヶや葉上苔は生　　　　　　オスギゴケ（Polytrichastrum　fo　rmosum）、ケクラマゴ

育しないが、水がしたたる所、適度に直射’日光があたる所、　　　　　ケモドキ伊ore傭加庇り、ヒノキゴケ（Pyrrhobryum

水没する岩、乾燥しがちな岩など、微気候的に複雑に入り　　　　　doryanum）、コフサゴケ（Rhytidiadelphus／aponicus）、

組んだ場所であるだめ、それに応じたコケが混生する。川　　　　　　ウニバヒシャクゴケ（scapania　ciliata）、ホソギボウ

沿いの崖の植生はっぎのようである（詳細な記録は、白崎　　　　　　シゴケ（schistidium　strictum）、オオトラノオゴケ

1991を参照）。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（Thtimnobryum　subseriatum）、　トヤマシノブゴケ

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（IThuidium　kOnedae）．チャボシノブゴケ（Thuidium

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　sparsifolium）。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　胎内峡360皿［地図座標393376－13（31）］［1990，hlay　2．］

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　面積：5皿×5田、傾斜；83度、方位：NユOW

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　高木層（植被率’30％、高さ8m）ニブナ（2．2）．

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ケシノブ（＋）、アクシバ（＋）、オサシダ（＋）。

写真3．安定した水量を保っ胎内峡の水際に生育するコケ　　　コケ層（植被率70％、Q：50c皿x50c皿、17種）、岩上二

　　　働（199°・　A”g・　25）・　　　　　　タマゴバムチゴb’、（・、zzzan・。　、，nudat。J、ムチゴi」

胎内峡340m［地図座標393376－13（31）］［1990，　Aug．26，］　　　　　（Bazzania　pompeana）、コムチゴケrBazzania　tridens，、

面積：5mX5皿、傾斜：78度、方位：N90W　　　　　　　　　　　　　　　ミヤマホラゴケモドキ（Calypogeia　integristipula）、

低木層（植被率70X、高さ1．　5－3m）：マルバマンサク（3．3）、　　　　　ススキゴケ（Dicranetla　heteromalla）、カモ・ジゴケ

　　　ヤマモミジ（2・2）・ミズナラ（L1）・ツノ・・シバミ（1・　　（Dicranum・c・p・・i・mJ、ジ・コオイゴケrDipl。phyl．．

　　　1）・ユキッバキ（L1）・ヤマツ’〃（・）・1ハナヒリノ　　t・m　・tbi・an・）・．コクサゴケ（D。li。h。mi，，i。p、is

　　　キ（＋）・　　　　　．　　　　　di…sipormis）　，キリシマゴケ（Herb。，tL：s　。duncu、）、

草本厨（植被率60％、高さ1m）：ショウジョウスゲ（2．3）、　　　　　　フジハイゴケ侮即μ〃2動加鷹αの、オオシラガゴケ

　　　リョウメンシダ（1．2）、ジュウモンジシダ（1．　2）．、フ　　　　　　（Leucobr），um　scabrum）、タカネミゾゴケ（Marsupella

　　　タリシズカ（1・1）・ヤグルマ・ウ（エ・1）・ミゾシダ（＋＋　　轍顧砿クモノスゴケ（7’。tlavi。i。i。　、ub。ili。，。）、

　　　2）・サカゲイノデ（＋・2）・ヘビノネゴザ（・）・ツルア　　・セイタカスギゴケ（P・9・na・。m・c。nt。，、。m）、ク。

　　　ジサイω・タマバ沁ヨメナ（・）・アカソ（・）・トリ　　カワキゴb－・（Rac・mi・・i・m　h。・，，。s・i。h。m］．ヒノキゴ

　　　アシショウマ（＋）、キバナイカリソウ（＋）、クジャク　　　　　　ケrPyrrhobt）・um　dOryanum）、　アオシノブゴケ

　　　シダ（÷Xヒメノガリヤス（＋）、コケシノブ（＋）、ウチ　　　　　（IThuidium　pristocalyx）。

　　　ワゴケ（÷）。　　　　　　　　　　　　　　　　　　胎内峡380皿［地図座標393376－12（44）］［1989，Nov．4．］

コケ層（植被率80％、Q：100c皿x100c皿、25種）、岩上：　　　　　面積：3mx3m、傾斜：70度、方位：W30S

　　タチゴケrAtrichum　undulatumJ、チャボマツバウロ　　　低木層（植被率20％、高さ1皿）：ユキッ天キ（＋）、オオバス

　　コゴケ（Bl・phar・・㈱肱砿ヤマトクサリゴケ　　ノキ（・）、ヤマツツジ（・）、ホツツジ（．）。

　　（Cheilolejeunea　nipponica）　．　オォシッポゴケ　　　草本層（植被率60X、高さ0．5－lm）：ゼンマイ（3．3）、ヤマ

　　「Dic「anum　・iPP・n・nse）・・ホソ・ミコオイゴケ　　ソテツ（2．3）、ヒメノガリヤス（．）、シ。ウジ．ウス

　　（Dipt°phyllum　‘a・i」olizam）・トサカホウオウゴケ　　ゲ（・）、オサシダ（・）、イワウチワ（・）、イワナシ（．）。

　　（Fissidens　d・bi・・）・ホウオウゴケ（Fissiden・・n・bili・）・　コケ層（植被率70％、　Q・50c皿x50cm、15種）、岩上，

　　　ヤマト’ミミゴケ（L・jeunea・j・p・nica）・ホソ・ミオキ　　・ムチゴケ伽蜘微砿カガミゴケ

　　ナゴケ（Leu‘°br・”m　juniper・id・u・）・マキノゴケ　　（B…h・・ella　h・n・ni・）・．ミヤマホラゴケモドキ

　　繊〃°aC「卿叫タカネミゾゴケ（M・・supella　　（C・lyp・9・ia　i…g・∫・ti。・t・）．　）Vモジゴケ（Dicranum

　　ema「ginata）　・ヤマトフタマタゴケrM…geria　　sc・p・・i・m）、シv＝オイゴケ（Dipl・ph，Uum　albicans）、

　　tindbe「gii」・ナメリチ・ウチンゴケ（M・i・m　　材ウ・コゴb－・（H・・er・scyph・・　c。。ti・as）、ホソバオ

　　taevine「ve）・イボクチキゴケrOd・n・・schi・ma　　キナゴケ（LeUC・b・，，・m／uniper。id，um）、オオシラガゴ
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　　　ケ（Leuc°b・・”m　scab・un・）・カタウ・コゴケ（M・tia　定していることは、誰に多くのコケ植物が生育すること

　　　taytori）、フクロヤバネゴケ‘nOivellia　curvifolia）　．ク　　　によってよくわかる。ダム工事で多くの種が消滅すれば、そ

　　　チキゴケ「°d°nt°schi・m・　d・nud…m）・ヒノキゴケ　れと弓1議え1・して手にする利益はい。たい誰のものか。

　　　伽励脚吻一，・キヒシ・クゴケ‘Scapania　国立公園の真ん中でひそかに進められ、永遠に続く道路や

　　　bolanderiJ、シフネルゴケrSchifiieria　hyatinaJ、キダ　　　ダムの工事は、いつか飯豊連峰に巨大な爪痕を鮮明に現す

　　　チミズゴケ（Sphagnum　compactu〃リ。　　　　　　　　　ことになるだろう。景気浮揚や地域振興などという大義名

　　これらの多くのコケの中で・特に興味深唖の一つに・キ　分のために．e然が大きくむしばまれていくのを、私たち

　リシマゴケ（Herberttts　adunCUS）がある。分布は広く、東ア　　　は静かに見守るだけでよいのだろうか。

　ジァ（台湾、中国、日本）からシベリァ、北米西部まで広　　　文　献

がる（S・hust・r　1983）が・新潟県で｝妙なく・高山や酪　H・tt。・i，　S．＆H．　1・。・・（1959）．　H，p、ticae。f　T、nigawa

の急崖の岩場に限られており・深い雪1韻われるような環　・。・nt・in　with・peci、1，ef，，ence　t。　its　s、m、it

境にはまったく生育していない。比較的温暖な佐渡にも分　　　　serpentine　vegetation．　Journ．　Hattori　Bot，　Lab，21：

布しないのである。雪の少ない地域（山梨県南都留郡鳴沢　　　85－103．

村鳴沢980皿：SH－12703，西八代郡上九一色村大室山1100皿：　　樋口利雄・菅野保雄・張尾雅信・佐藤光雄・岡崎春夫．五

　SH－12718）では樹上に密生することもあるが、県内では樹　　　　十嵐彰・山田恒人・野中俊夫（1990）．福島市茂庭の植物．

幹には着生しない。近県の福島（樋口ほか1987；1990；　　　　フロラ福島8：27－43．

1997，湯沢1994）、群馬（Hattori＆Inoue　1959）、宮城（樋　　　樋口利雄・佐藤光雄・岡崎春夫・氏家和夫・五十嵐彰・山

口ほか1983；1997，湯沢ユ984）、埼玉（Inoue　1962，木口　　　　田恒人・宍戸篤・鈴木浩一（1997）．吾妻山の植物5．吾妻

1994）山梨（Takaki　et　a1．1970）などには比較的広く分布　　　　山のフロラ．フロラ福島14：1－・10．

するようである。県内では胞子体も形成されないので、多　　　樋口利雄・湯沢陽一・渡辺良象（1987）．コケ植物．福島県

雪地域にどのように適応しているのか不思議な種である（植　　　　植物誌．pp．91－144．福島県植物誌編纂委員会、福島．

生の記録にっいては、白崎1991を参照）。　　　　　　　　　樋口利雄・湯沢陽一・横山正弘（1983）．羅苔植物目録pp．

　豊富なコケ植物が水際まで生育できる（写真3）のは、典　　　　60－79．白石市植物誌．白石市植物誌編渠委員会（編）．

型的な日本海型気候の多雪環境と豊かな水を供給するブナ・　　Inoue，　H．（1962）．　Hepaticae　and　Anthocerotae。f

ユキツバキの自然林が維持されているおかげである（写真　　　　Chichibu－Okutama　mountains，　central　Japan．　J．

1）。しかし、この付近には（写真4）、砂防ダムが建設中で　　　　Hattori　Bot．　Lab．25：186－216．

藏羅議嘉疇嚢藻i歪昆麟9躍糊鷺蕪溜゜lll
　　　　蕪灘灘懸籔、惣，躍窟晶撫、ねん、1

写真4．砂防ダムの建設地に近い胎内峡のブナ林　　　　　　　and　its　adjacent　regions，　central　JaPan．　Bryo1．

　　　　　　　　　　　　　　　　　　（1990・　Aug・　25）・　　　　　　Res曾　7　（1）：　1＿7．

ある。胎内川と平行する尾根（門内岳登山道の胎内尾根）を　　　Takaki，　N，，　T．　Amakawa，　T．　Osada＆E．　Saku皿a（1970）．

挟んで右側に頼母木川がある。小屋わきの道路から頼母木　　　　Bryophyte　flora　of　Mt．　Kaiko皿a，　Ht．　Senjo　and　Mt。

川に橋をかけ、尾根を突き抜けてトンネルを掘り、胎内川　　　　Kitadake（Southern　Japan　Alps）．　J．　Hattori　Bot．

に砂防ダムを作っている。川は工事のために泥水となって　　　Lab．33：171－202，

濁り、土砂が川底を埋めていく。コンクリートの橋のため　　　湯沢陽一（1984）．東北地方の苔類1．阿武隈山系の苔類．

に渓谷の景観は大きく変えられてしまった。この地点から　　　　フロラ福島No．3：37－51．

下流に発電用のダムが存在するが、今作成中のダムは、防　　　湯沢陽一（1994）．吾妻・安達太良山系の苔類．フロラ福島

災とは無関係ではないだろうか。森林の大規模な伐採がな　　　　12：17－28．

いかぎり、大洪水が発生するとは考えられない。水量が安


